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概要：同じ病原体による感染症に罹患し、軽症で終わるか、重症化するかは個人にそなわる生体防御
反応の強さに依存する。私たちは、生体防御機構の中で、サイトカイン産生能に注目し、炎症性サイ
トカイン(TNF)と、抗炎症性サイトカイン(IL-10)の血中濃度を、様々な感染症症例において測定して
いる。TNF 産生活性の高い人は感染症が軽症で治癒するのに対して、TNF 産生活性の低い人は感染症
が重症化し易い。IL-10 に関してはこの逆となる。しかし、炎症性サイトカイン産生が過剰となると
全身性炎症反応症候群という重篤な病態を引き起こすこともある。その代表例が敗血症である。 
 新規性：これまで、感染症は抗生物質を投与する等、誰に発症しても同じように対応することが当
然のように考えられてきたが、人によりその対応が異なることがあることを理論的に裏付けることに
新規制を有する。また、あらかじめ上述したサイトカインの産生バランスを調べることにより、将来
の感染症に対する個人の反応性を予測することができる。 
 応用例：感染症が重症化し易いと予想される人には、ワクチンの接種を積極的にすすめることがで
きる。また全身性炎症反応症候群を生じた症例には、サイトカイン産生を抑制したり、中和すること
により、状態の改善を促すことができる。将来的に、重篤な感染症に対する新しい治療法の開発に繋
がる。 
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